
第２次山形県循環型社会形成推進計画
（ごみゼロやまがた推進プラン）の目標に

掲げる基本的数値の現状について

資料３
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１ ごみ（⼀般廃棄物）の排出量

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 355千トン

本県では、26年度以降は微減傾向に
あるが、目標値にはなかなか近づい
ていない。
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２ 事業系ごみの排出量

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 89千トン

25年度以降はほぼ横ばい傾向である。
緩やかな景気回復基調の中で、全国と同様の
動きとなっている。
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※「家庭系ごみ」 ＝「生活系ごみ」－「集団回収量」－「資源ごみ」 －「直接搬入ごみのうち資源として利用されたもの」

３ 家庭系ごみ（１⼈１⽇当たり）の排出量

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 430グラム

29年度は数値が増加している。ごみ排出量（減少傾向）とは
逆の動きとなっている。
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４ １⼈１⽇当たりのごみの排出量（参考）

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 820グラム

※（ ）はごみの排出量の少ない方からの全国順位

本県では概ね横ばい〜微減の傾向となっている。
全国では、⾸都圏、関⻄圏の⼈⼝の多い都府県でのごみ排出量の削減
幅が大きく、全国平均を押し下げている。

５ ⼀般廃棄物のリサイクル率
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全国、本県とも、平成22年度をピークとして、微減傾向となっている。

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 27％
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【プラン目標】
令和元（平成32） 38千トン

６ ⼀般廃棄物の最終処分量

23〜27年度は横ばい傾向にあったが、28・29年度は微減と
なった。
ごみ排出量の減少に加え、平成29年度にごみ焼却施設１基が
更新され、焼却灰の埋め⽴て量が減少したためと思われる。

７ 産業廃棄物の排出量
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山形県 【プラン目標】
平成32（令和2）年度 3,558千トン
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８ 産業廃棄物のリサイクル率

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 60％

26年度以降、リサイクル率が低い建設汚泥の排
出の影響により、リサイクル率が低下していた
が、29年度においては大きく上昇した。
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９ 産業廃棄物の最終処分量

【プラン目標】
令和元（平成32）年度 90千トン

26年度に、詳細な排出量実態調査に基づき、実
態に合わせた修正を⾏った。これ以降、低い数値
で推移しているものと推定される。


